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実務対応報告公開草案第15号「１株当たり当期純利益に関する 

実務上の取扱い（案）」に対する意見の提出について 

 

 

貴委員会から平成17年10月19日付けで公表された実務対応報告公開草案第15号「１株当た

り当期純利益に関する実務上の取扱い（案）」について、当協会の意見を別添のとおり申し

上げます。 

 

 

 以 上 

ＣＬ１



実務対応報告公開草案第15号「１株当たり当期純利益に関する 

実務上の取扱い（案）」に対する意見 

 
 

平成17年11月 10日 

日本公認会計士協会 

 
このたび公表されました標記公開草案に対する当協会としての意見を、以下のとおり申し

上げます。 
 
 

転換負債の当期純利益調整額について（Ｑ４） 

（コメント） 

外貨建転換社債型新株予約権付社債を一括法により会計処理する場合に損益計上され

る換算差額についても、転換負債の当期純利益調整額として、その取扱いを明記すべき

である。 

（理由） 

本公開草案は、現行の会計処理が前提とされているが、実務対応報告公開草案第16号

「会社法による新株予約権及び新株予約権付社債の会計処理に関する実務上の取扱い

（案）」のＱ５において示されている会計処理（外貨建転換社債型新株予約権付社債の発

行者側において、決算時等に換算差額が損益に計上される。）との整合を図るべきである

と考える。 

 
以  上 
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